
（別紙３）

～ 2026年3月15日

（対象者数） 19名 （回答者数） 17名

～ 2026年3月15日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は、児童一人ひとりのデジタルスキルについて評価を行
い、得意な点や苦手な点を把握したうえで、個々に応じた支
援内容へとつなげています。加えて、評価結果をもとに活動
内容の見直しや工夫を行い、段階的に課題のレベルを調整し
ながら取り組みを発展させています。今後も継続的な評価と
分析を通して、より効果的で個別性の高い支援へとつなげて
いきます。

2

今後は、より専門的な見地からサポートできるようスタッフ
のスキルアップを図るとともに、丁寧にアセスメントを行っ
たうえでお子様の成⾧をデータ化することで、視覚的に分か
りやすくお伝えできるように取り組んでいきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様には見学をしていただきご理解いただいた上でご契
約をいただいております。子どもの活動スペースについては
十分とは言えない状況がありますが、今後も活動内容や人数
に応じてレイアウト等を変更し安全に十分配慮を行い支援を
行ってまいります。

2

仕事やご家庭の都合により参加が難しい保護者様へ、当日の
オンライン開催など参加しやすい工夫も十分ではなかった為
今後は、保護者会の内容を分かりやすく発信するとともに、
オンラインでの開催や交流の機会を設けるなど、より多くの
保護者様が参加・共有しやすい環境づくりに取り組んでまい
ります。

3

避難訓練や防災訓練の実施にあたり、保護者様への連絡方法
や避難場所の共有が不十分であるという課題に対して、今後
は以下の取り組みを行います。まず、災害時の連絡手段につ
いては、電話・メール・連絡アプリ等の複数の手段を事前に
整理し、保護者様へ周知いたします。また、連絡先の最新情
報を定期的に確認し、確実に連絡が取れる体制を整備しま
す。次に、避難場所や避難経路については、保護者様にも確
認いただけるよう機会を設け、共通認識を持てるようにしま
す。さらに、訓練実施後には内容や様子を保護者様へ報告
し、防災意識の共有と安心感の向上につなげていきます。こ
れらの取り組みにより、災害時に迅速かつ適切な対応ができ
る体制の強化を図ってまいります。

父母会の活動支援や保護者会の開催については実施しているも
のの、参加機会や実施頻度が十分とは言えず、保護者同士が交
流し情報共有を行う機会が限られている状況です。

保護者会は年一回必ず開催しておりますが、仕事やご家庭の
都合で参加が難しい保護者様に向けて、開催された時の様子
や内容などをお伝えできていなかったことが課題としてあり
ます。またオンライン開催など、より参加しやすい保護者会
の工夫が必要と考えます。

避難訓練については年間計画に基づき実施しているものの、実
施内容や緊急時対応マニュアルの周知が職員間および保護者に
対して十分に行き届いていない状況です。

年間計画を策定し、避難訓練や防災訓練を定期的に実施して
おりますが、実施に際しましては保護者様への連絡方法や避
難場所等の確認ができていないことが課題として挙げられま
す。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

基準上必要とされる活動スペースは確保できているものの、利
用児童の特性や活動内容の多様化に対しては十分とは言えない
状況です。

運営基準は満たしており、可動式机を活用することで運動や
身体を動かすグループ活動に対応していますが、子ども同士
の接触や物との接触リスクが高まるため活動内容が偏りやす
く、音や集団活動の苦手な子どもの個別スペースの確保が難
しいといった課題があります。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

子ども達の将来の自立や社会参加を見据え、デジタルスキルの
習得を支援するプログラムを積極的に取り入れています。これ
により、子ども一人ひとりの強みを引き出し、個性を活かした
成⾧を促しています。

単２では、iPadを活用したプレゼンテーション制作や画像加
工など、簡単なツールを用いて基礎スキルが習得できるよう
なプログラムに取り組んでいます。また子ども達が「でき
た!」という成功体験を積み重ね、自信に繋がるよう支援し
ています。また、その土台となるソーシャルスキルトレーニ
ングを中心とした対人スキルや自己コントロール力の向上を
図っています。

保護者様とのコミュニケーションを大切にし、情報をしっかり
と共有することで子どもを一緒に支えるパートナーとしての関
係作りを行っています。

LINE等の連絡ツールを活用し、日々の活動の様子をお伝えす
るとともに、心身の状況や小さな変化も見逃さず、保護者様
と丁寧に共有することでお子様を共に見守っていけるように
取り組んでいます。また困った時にすぐに相談できる環境作
りにも努め、保護者様の心理的負担を軽減できるように体制
を整えています。

○従業者評価実施期間 2026年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月15日

○事業所名 スペシャルニーズサポートカレッジ 単２

○保護者評価実施期間 2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


